
西新小岩五丁目地区
第３回まちづくり推進協議会
令和5年10月15日(日) 新小岩北地区センター ホール
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本日の内容
５. 第４回アンケート（案）について

７. 質疑応答・意見交換

４. 大震災発生時の延焼シミュレーションについて

２. これまでの取組みと今後の進め方

１. 開会

６. 防災生活道路の拡幅整備に関する情報提供
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３. 第３回アンケート調査結果の報告



１．これまでの取組みと今後の進め方
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西新小岩五丁目町会から防災街づくりの取組への要請

令和３年10月６日

総合危険度・火災危険度のランク５に位置付け（第8回）

現況調査、防災まちづくり検討会の開催（計２回）

西新小岩五丁目町会から防災まちづくり構想の提案

防災街づくり計画の策定

第1回アンケート調査の実施

第１回まちづくり推進協議会

令和４年４月

令和５年２月25日

令和４年11月

平成26年～

平成30年

令和元年～令和3年

第2回アンケート調査の実施令和５年５～６月

（１）これまでの取組み

第２回まちづくり推進協議会令和５年７月２日

3

第３回アンケート調査の実施令和５年９月

第３回まちづくり推進協議会令和５年10月15日
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方針
２

方針
１

建物の不燃化の促進（防災街区整備地区計画）

防災生活道路の拡幅整備（密集事業）

（２）まちづくりの進め方
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【第2回アンケート】
・建築物の構造に関する
防火上必要な制限

・敷地面積の最低限度

（３）建物の不燃化の促進
防災街区整備地区計画（素案）作成までのスケジュール

第４回アンケート調査

第４回まちづくり推進協議会令和６年１月頃

令和５年12月頃

第２回アンケート調査令和５年５～６月

第２回まちづくり推進協議会令和５年７月２日

第３回アンケート調査

第３回まちづくり推進協議会令和５年10月15日

令和５年９月 【第3回アンケート】
・垣・柵の構造
・建物の形態・意匠の制限

【第4回アンケート】
・地区防災施設
・壁面の位置の制限
・壁面後退区域における
工作物の設置の制限

地区計画（素案）の作成

6

まちづくり推進協議会⇒事前に行ったアンケート調査の結果報告と
次回アンケートの内容について意見交換
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２．第３回アンケート調査結果の報告

9



アンケートにご協力いただき有難うございました。

対 象 西新小岩五丁目に土地・建物を所有する方

実施期間 令和5年９月８日～令和5年９月29日

実施方法
登記簿を基に、

郵送配布、郵送またはオンラインによる回収

結 果
回答件数：274件（郵送208件、オンライン66件）

 回 収 率 ：22.0％（274／1,244）
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問１ 道路沿いの垣やさく、塀について

11

① 必要だ

と思う

64%② どちらかと

いえば必要

22%

③ どちらと

も言えない

10%

④ あまり必要

だと思わない

1%

⑤ 必要だと思わない

3%
無回答

0%

回答件数274件



問２ 建物の形状や色彩について
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① 必要だと

思う

39%

② どちらか

といえば必要

24%

③ どちらと

も言えない

24%

④ あまり必要だ

と思わない

7%

⑤ 必要だと思わない

6%

無回答

0%

回答件数274件



自由意見欄について（一部抜粋）

たくさんのご意見、有難うごさいました。

【まちづくりのルール（地区計画）に関するご意見】

【その他防災まちづくりに関するご意見】
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ブロック高さ0、6m以下は良いが、透
過性のある柵・フェンスは、プライバ
シーが覗かれるので、透過性じゃなく
ても良いようにして欲しい

道路沿いの垣やさく、塀のルールにつ
いて、生垣は定期的手入れがされない
と、通行の妨げになるので、どのよう
に管理するかルール化が必要

突飛な建物を避けるという意味では
理解できるが、多様性を認めることも
又住みやすい街づくりであり、推奨に
留めざるを得ない

建築基準法に満たない古い建物は
行政力を持って災害に強い建物に建替
えするべきである

狭い道を広くすることはいいことだと
思う。子どもたちが通る時に危ないと
ころがあったりすると、死角などが
あったりして子どもたちが危ない

この丁目には一方通行ばかりで、消防
車も入れない道も多く、地域の住民が
自由に出入りできる道路の整備をして
もらいたい

古い民家が多いこの地域は今後建替え
が増加すると思われるので、広い視野
で街づくりを考え、できることならあ
る程度の統一感がほしい



アンケート結果を受けた地区計画（素案）への反映

アンケート結果をふまえて、
地区計画（素案）には以下の制限を位置づけ

■道路沿いの垣や柵、塀

・道路に面する場所に設置する垣や柵、ブロック塀を、

生け垣や透過性のあるフェンス、高さ0.6ｍ以下の

高さの低い塀とする。

・上記により、防災上安全で、緑の多いまち並みを創出

する。
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生垣 透過性のある
柵・フェンス

ブロック塀
（0.6ｍ以下）

0.6ｍ以下



アンケート結果を受けた地区計画（素案）への反映

■建物の形状や色彩

・建物の形状やデザイン・色彩は、周辺環境と調和した

落ち着きのあるものとする。
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・本ルールは、アンケート調査の結果や防災まちづくりに

直接関わるルールではないことを踏まえ、現時点では

地区計画（素案）への記載を見送る。

【アンケートの主な意見内容】
・安全に係わらない事柄のルール化は不要
・自身の土地建物の色、建物の形状は個人の自由だと思う
・災害や防犯のためなら理解できるが、規制をかけるまでの根拠 
を感じない
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３．大震災発生時の延焼シミュレーションについて
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・幅員６ｍ以上の道路が整備され、消防活動困難区域はほぼ解消
・消防車をはじめ、緊急車両の活動がスムーズに

※消防活動困難区域とは？
消防自動車の出入りができる
連続性のある幅員６ｍ以上の
道路からホースが到達する
距離１４０ｍ以上離れた区域

図 消防活動困難区域イメージ

防災生活道路の整備と建替えルールによる効果

１）平常時の効果⇒消防活動困難区域の解消
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・火災時の延焼の抑制⇒被害の軽減、避難の時間を稼ぐ

２）大震災発生時の効果

拡幅線に係る建物

防災生活道路（地区防災施設）
幅員6m以上

不燃化建替え（地区全体）

避難ルート
の確保

敷地面積の最低限度

地震などによる
火災発生

一時集合場所
避難場所へ

壁面の位置の制限
工作物の設置の制限
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◆最新の首都直下地震の被害想定（2022年,東京都）

・冬の夕方、風速８ｍでM7.3の直下地震が発生した場合

⇒葛飾区では建物被害の約53％（5,137棟の焼失）、
死者の約39％（110人）が火災による被害

◆首都直下地震が発生した場合に起こりえる被害

・耐震性の低い木造建物やビル・マンションが倒壊

・住宅や事業所の火気・電気器具等から出火し、
同時多発火災が発生

・沿道の建物・電柱等の倒壊による道路寸断が発生

門や塀の倒壊による道路寸断
（熊本地震）

同時多発火災により消防活動が遅れることも想定し、
できるだけ早い段階で避難し、命を守ることが大事

地震災害による被害と避難の考え方



21

地震災害時における区の避難の考え方
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地区内の避難場所等

※避難場所について

•一時集合場所：避難場所へ避難す
る前に、近隣の避難者が一時的に
集合して様子を見る場所
•避難場所：地震や洪水や津波など
の異常な現象が起きたときに、ま
ずは逃げ込む場所
•避難所：災害などで自宅での生活
が危険になった場合に、一時的に
避難生活を送るための場所
•防災活動拠点：消火・救助活動や
被災者に対する生活支援を行う防
災設備を備えた公園

上平井小
（避難所）

西新小岩５丁目公園
（防災活動拠点）

新小岩公園・
平井大橋地区
（避難場所）

平和橋児童遊園
（一時集合場所）

上平井ゲートボール
場（一時集合場所）古谷野児童遊園

（一時集合場所）

新小岩公園
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防災生活道路の整備及び建替えルールの効果

①現状

大震災発生時の延焼シミュレーションによる効果の検証

②防災生活道路の整備＋拡幅線に係る建物が準耐火造に更新

③防災生活道路の整備＋準耐火造への自然更新
（10棟/年の自然更新で、10年後を想定…100棟）

ケース１

ケース２

①現状

②街区内で50棟（約２割）の建物が準耐火造に更新
（５棟/年の自然更新で、10年後を想定） 

建替えルールによる、燃えにくい建物
                   （準耐火造以上）への建替えの効果
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前方スクリーンをご覧ください



４．次回（第４回）アンケート(案)について
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～防災生活道路の拡幅整備に係る建替えルール～



今回のアンケート調査の対象
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：防災生活道路

防災生活道路の拡幅に係る権利者の皆様が対象

令和5年9月時点

※本図面については、今後関係機関との協議により変更になることがあります。
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防災生活道路の空間の確保

■これまで以下の４地区においても、防災生活道路の拡幅のため、
３つのルールを設けています。



令和４年４月１６日

西新小岩五丁目町会から防災まちづくり構想の提案

防災街づくり計画（案）説明会

防災街づくり計画策定令和４年４月

令和３年１０月

防災生活道路拡幅整備（案）に関する説明会

参加者：３１名

令和５年４月１５日

防災生活道路の拡幅整備の取組について

現況測量・拡幅整備（案）作成

防災生活道路拡幅整備（案）に関する個別面談会

参加者：６９名

令和５年５月

（１０日間）

用地測量

密集事業着手令和６年度

用地説明会令和６年６月ごろ

沿道ニュースの配布令和５年５月
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本地区で必要なルール（案）

防災生活道路の拡幅線に係る土地・建物等について、
今後、建替えを行う際に、防災生活道路の拡幅整備を目的
として、以下1)～３）のルールを設けることを検討してい
ます。これについていかがお考えですか？

１）地区防災施設への位置づけ

２）壁面の位置の制限

３）壁面後退区域の工作物の設置の制限

・必要だと思う／どちらかといえば必要
・どちらとも言えない
・あまり必要だと思わない／必要だと思わない

※拡幅線に係る土地・建物について、密集事業へのご協力に
伴う建替えや、事業終了後の建替え時の際に適用される
ルールです。
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１）地区防災施設への位置づけ

本地区で必要なルール（案）

※本図面については、今後関係機関との協議により変更になることがあります。

火災時の延焼抑制や安全な避難路、地区の消防活動を
円滑に進める空間を確保するため、防災生活道路を地区
防災施設として定める。

令和5年9月時点

■地区防災施設
・災害時の延焼抑制や安全な避難路
を確保する上で重要な公共施設を
位置づけ



31

２）壁面の位置の制限

防災生活道路の沿道の建物は、
建物の壁面を防災生活道路
から離して建築する。

本地区で必要なルール（案）

防災生活
道路 

幅員６ｍ以上 

道路 敷地 敷地 

壁面の位置 壁面の位置

３）壁面後退区域の
工作物の設置の制限

既存道路 

壁面後退区域

防災生活道路の部分には、
門・塀・看板等を設置し
てはならない。



本地区で必要なルール（案）
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■防災生活道路の拡幅整備に係る建物への建替えルール
の適用について

スケジュール
令和６年度～令和１５年度

（延伸の可能性あり）
密集事業終了後

建替えルール
の適用

防災生活道路の拡幅（密集
事業）にご協力頂き、それに
伴う建替えのタイミング

お住まいの方の建替えの
タイミング

用地補償
の対象

土地・建物 土地



５．防災生活道路の拡幅整備に関する情報提供
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６．質疑応答・意見交換
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ご参加いただき、有難うございました

葛飾区 都市整備部 都市計画課 地域街づくり担当係
〒124-8555 東京都葛飾区立石5-13-1
担当：大谷 萩谷 電話：03-5654-8332

街づくりに関するご意見・お問い合わせ先

35
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